
第四十七回「本郷ふじやま古民家歴史部会」歴史探訪 ノ、三
げ°吃る

作成平成21年6月古民家歴史部会員原本

「東海道の歴史を探る追加」

「I」東海道品川宿平成 22年4月1日

出発します。

（木） 「集合；京急品川駅西輪口改札前」 1 0時厳守 同刻

子クー 程；京急品川駅→品川駅操業記念碑→間答河岸・土蔵相模→品川宿松→法善寺→本庫祢→品川神社

→大山墓地・東海寺・細川家墓地→荏原神社→品川橋→品川寺→海運寺→青物横丁駅

昼食場所；青物横丁駅前

1・品川宿の概要 土望戸因．
地名の由来は目黒川（江戸時代は大きく左に曲がっていた・宿場東側・洲、猟師町、漁師町）の古名を

品川と言った事からと言われる。品川宿は宿駅伝罵制度が出来た（慶長6、 1601)最初に付加され

成立した。東京湾に面し、中世以来早くから六浦（金沢）

として栄えてきた。 日本稲切王ら最初の宿で、

と共に、物資の集散地として陸海交通の要衝

8k)の位置にある。宿内2里、川崎へ2里 18町 (9.

の町並は 19町40間 (2. l k)で、歩行田）新宿・北品川・南品川の3町で構成され、規模は江

戸後期で人口 6890人（男 3272／女36 1 8)家数15 6 1軒、本陣1

陣2軒、問屋場1、旅籠93軒（東海道宿村大概帳）。

（北品川 13 5坪）脇本

品川宿は海の景色、新鮮な海の幸があり、宿場町としてでなく、江戸の人々の行楽地として江戸初期か

ら賑わった。桜・潮干狩・紅葉。又、寺・武家屋敷が近いという場所柄北の吉原に対し南国品川と称さ

れ多くの飯盛女（宿場遊女・旅籠に飯盛女置く事認められていた、

も）が賑わいを支えていた。

500人認定に対し 1500人と

天保14年 (1843)品川宿規模；宿高987石089合・人口等上記参照)

2・品川鄭棄饂念碑／‘、タラ•一只ら

新橋―横浜間鉄道開通が最初とされているが、実は半年前の、明治5年5月 7日新橋・品川間で仮営業

されていた。この碑はそれを記念したもの。
/0匹いり

ヅ、ーへ3 ・御殿山（品川御瓢・太田道””•桜、畔所） （＼喜閏汀‘ら見げ沼〗
550坪（品川町史）と言われ、江戸初期から 1702年（元禄15)にかけて品川御殿が面積 11, 

あった（現北品川 3丁目 5番地付近）。焼失後，御殿は造らなかった。品川台場築造するため御殿山から
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大量の土を削り取ったc 土取の時、 1854年（安政元）、板碑・五輪i苔・宝筐印塔など中世の石造物と

人骨が出土、法善寺で弔った。
口 ← 9てァー~～←

1,Jt~ ・問筍可岸由来碑
しィ‘

9 』―→---

パ＇沼／ 0~！ニ

品川の河岸で帰城する三代将軍徳川家光と沢庵和尚が次の間答をしたので、此の河岸を間答河岸と呼ぶ。

家光「海に近くてもトウ海寺とは如何」と間うと、沢庵はそくざに「大軍を率いてもショウ軍というが

如し」。
（）ヽtIゲ

，9)げ
忙5・七顧模；上級妓楼（平的・遊郭）ナマコ士蔵がある相模・高杉晋作、伊藤博文など幕末志士密談。

ヵ i]6 ・品川宿の松・新宿お休み処・台場横町・黒門横町・〗善福立、］；［神社（伊豆の長八こて絵）、¥-『 （O ~Iゞ 勾

7 ・御殿山下砲台（台場）跡（計画された 11カ所の台場の中で只一つ陸続きのもの。

噴｝、
r,\f へ I8 ・法禅寺（浄土宗芝増上寺末・臨海山遍照寺•本尊阿弥陀如来・寺宝正観世音菩薩空海作2代将軍厄

除霊像、宗祖法

然尊像自作、六字名号宗祖筆円光大師客署縁起）

言誉上人が 1384 （至徳元年）に開創。室町時代かそれ以前の制作とされる、法然上人坐像を収めた

厨子（裏に元禄15年銘葵紋入）は5代将軍綱吉の母桂昌院が帰依し寄進したもの。品川台場築造の祭、

御殿山からの土取の時、人骨、板碑、五輪塔、宝筐印塔が発掘され、当寺で供養した。板碑の多くは本

堂脇の内庭のお堂に納められている。天保の飢饉で品川宿にも流民が溢れ、 1 8 3 7 （天保8)春から

翌年春までの 1年間に品川宿内で89 1名が倒れた。この寺に500人余りを埋め埋葬し、塚の上に1共

養碑を置き正面左右に六地蔵を安置した。流民叢（ゾり）塚碑は由来を記し天保塚の上に建てられた。

,．碍輯［三°盈い国道から 9間，16.2m奥、建坪13 5坪・明治 19年～昭和 11年警梱芋島川病

麟地）

1868 （明治元）明治天皇が初めて江戸城入りした時、この本陣は仮行在所（アンサ` イショ） となった事を

記念して、聖蹟公園が造られた。

厄 I/-0-f} ＼虞だ）
弐へ／10•品川神社「:けがリヅンジャ・江戸時代は品川稲荷・牟頭ゴス‘天皇勧請・北の天王社、祭神天比理刀メ

乃命（アマJtリト｝｝ミコト）、宇賀之売命（りがJ}｝ミコト）、素虚鳴尊・基本4月 15日、天王祭6月第1日曜日含

金土日」

幕府は沢庵和尚を開山に招いて東海寺を建立する際、敷地内にあったこの神社を現在地に移転させた。
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神殿前の石造鳥居（上野東照宮の鳥居に次いで都内2番の古さ）と水盤は、東海寺造唱奉行であった佐

倉藩主堀田加賀守正盛が 16 4 8 （慶安元）に寄進したもの（鳥居に寄進銘と宝暦 12年＝ 1762の

修理銘刻）。石段横の富士山をかたどった富士塚は富士講の人々が造った人工の山である。

本殿右側から背後に回ると、自由民権運動指導者板垣退助の墓がある（右退助・左同妻）「板垣死すとも

自由は死せず」佐藤栄作書。

品川神社古文書神社所蔵，古いものは天正11年 (15 8 3) に遡り現在に至るl飲大な文書が伝来して

いる。特に明治5年 (18 7 2)迄の文書41 5点は神社の由緒や境内図，神社と地域の人の関わり，

幕府や明治政府との様々な応答，天王祭や太々神楽（がイがイカゲラ・伊勢神宮奉納・大道神楽）のことな

ど，品川地域の歴史の解明や，江戸時代から明治初年の神社史を知る上でも貴重な古文書である。

石造灯籠1対（都指定建造物） ；慶安元年 (16 4 8)に亀岡政重（石エ）と後藤光利（装剣具彫刻エ）

が寄進浅間神社の参道置かれている。

神輿1其；屋上に鳳凰台上に円柱を方形に立て屋根を支え，胴の前部を唐戸，他の三面を牡丹唐草文

毛彫の金銅板で覆い，三葉葵の文を四方に打ち出している。江戸時代前期制作と考えられる。

／，t 己三ユ『S¢o¥11・日本ガラス工業発祥之地・東海寺大山墓地 ＇）グ ／＼ ?-t 三1ヽ袷凶（，Iハ（こ—
官営品川硝子製造所跡、 1 8 7 3 （明治6) 日本最初のガラス工場（興業社）が設立されたが、経営不

振から 18 7 6 （明治9)官営となった。その後、官営工場払下げ方針によって、明治18年西村勝三

らに払い下げられたがが、 7年後経営不振で解散（赤煉瓦建物一部愛知県明治村に移築保存）。

東海寺大山墓地；沢庵宗影（ヅり約・国史跡）石垣を巡らした中に3個の自然石を重ねただけもので、沢

庵漬けの創始者・賀茂真淵（マアチ）、江戸中期の国学者 (1697,,.,___,1769・国史跡）・渋川春海（シュン

カイ）、 （貞享歴をつくった・ 1639""'-'1715)・服部南郭（ナンカク）、江戸中期儒学者 (1683,....___,17

5 9)• 井上勝（鉄道）等の墓3

12・東海寺（臨済宗大徳寺派万松院・本尊釈迦如莱坐像2尺余・脇侍普賢、文殊両菩薩14世紀院吉

作・寺宝 16羅漢像 16躯伝運慶作、仏舎利由良氏伝来、つり鐘区文）

開山沢庵和尚・開基は下総（千葉）佐倉藩主堀田正盛0 1 6 3 7 （寛永 14)沢庵和尚 (1573""'-'l

645)が3大将軍徳川家光から、寺領500石、境内地4万7000坪（約 15万500面）を賜っ

て、翌年開いた寺院幕府の手厚い保護を受け、寛永寺・増上寺と並び称された巨刹であった。 18 7 
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1 （明治4)寺城は官営地となり、諸堂塔は取り壊され、火災にあって旧観を失ってしまった。現在の

東海寺は旧塔頭玄性院跡に建てられており、境内に 1692 （元禄5)に造られた梵鐘（都指定財）が

ある。かつての本堂は品川小学校の所にあった。都、品川区指定財に文書、什物（ジュりモツ・日常器具）

等多い。下総佐倉藩堀田家、丹波篠山藩主青山家の墓3

[13・細川家墓地「肥後熊本54万石外様（卜州マ）大名・ 3m余五輪塔8基、大名墓地の典型」

I[．匁～ 30 
、・ロ[14・荏原神社（i戸期貴布禰社・祈雨神徳・南の天王社，は期間品川神社に同じ、海中渡御、品川拍子・

カッパ祭）

品川宿鎮守南の天王様と呼ばれた。郡名を冠し明治8年荏原神社と改めた。高寵神（タカ枯ミ）カミ）・天照大

神・須佐之男尊（牛頭天皇）を勧請。 1062 （康平5)源頼義、義家父子が前9年の役の折り、武前

の国総社6所宮（現府中市大国魂神社）と当社に祈願し、品川海岸で身を清めた。
（＼‘?た、

!『1ki5・品川橋（南北宿境界、目黒川に架かる橋・漁師町・毎朝魚市・高札）

言：逗-Y
戸6 ・品川寺（芯もジ・品川の観音・真言宗醍醐寺派・海照山普門院•本尊水月観音、聖観音・梵鐘国指

定）

大同年間 (806'"'--'10) 「空海が開山と言う。寺伝に寄れば空海が開いた後幾度か衰退したが、太田道

灌や4大将軍徳川家綱の帰依を受けた。明治維新により大名の支援も途絶え堂宇の殆どを失ったが、大

正以降宇堂を整備した。門外に露座で鎮座した地蔵像 (9尺）がある。この像は江戸の六地蔵と呼ばれ、

宝永5年 (17 0 8)江戸深川の地蔵坊の正元が浄財を集め江戸の入口 6ヶ所に造立した地蔵の一つ。

梵鐘（国指定重美）、洋行帰りの鐘として有名。 1867 （慶應3)パリ博覧会に出品されたが帰途行方

不明になった。後ジュネーアにあることが判明し、昭和5年帰還された。 1 6 5 7 （明暦3)造られた物で

家康・秀忠・家光将軍3人の論号（シコ｀り・オクリナ・法号）、東照、伝通院・大徳院・大獣院を鋳造し、六観

音の像を彫刻して取り付けられている。

〗/17• 海雲寺（曹洞宗（；；靡｀珀｀：；惇十一面観音坐像春日作区文・千体荒神王、荒神祭・荒神様）
千体荒神は神仏混沿（コンコり）の神で悪魔降伏の神、鼈の神、防火の神。荒神祭は毎年3月、 1 1月の2

7~2 8日、一日中護摩が焚かれ、屋台、露天、お釜おこし等が売られる。大絵馬奉納、古い物では1

856 倍政3)絵額・纏（マトイ）図額・千社額・文字額・区額等様々。文字額の中に昭和10年広沢虎

造夫妻奉納した物あり。（中央左）
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